
直
販
を
増
や
す

デジタルマーケティングトレンド　　松本慶大　　

「しものせき海峡まつり」先帝祭（山口県下関市）

上臈道中は満腹の敬意


＜＞

新型コロナウイルスへの経営対応⒅　三つのフェーズ

宿泊施設に要請

会
社
宛
の
領
収
書
拒
否
を

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
　

出
張
利
用
対
象
外
で

学生たちが弁論大会
専門学校日本ホテルスクール

日本語、英語で熱弁

「
旅
行
年
報
」を
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 Ｊ

Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
が
イ
ベ
ン
ト

山
手
線
　

ア
ー
ト
で
彩
る

観光庁

誘
客
多
角
化
・
収
益
力
向
上
事
業

豪
雨
被
災
地
な
ど

件
支
援

創
刊

周
年
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
賞

夢に向かう力
（宮城県川崎町立川崎中学校３年生）
鈴木　陽夏さん

ひ な

　
◆
コ
ロ
ナ
禍
で
伸
び
続
け
る
「
デ

ジ
タ
ル
接
客
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
以
降
、
店
舗
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
企
業
は
、
長
期
的
な
休
暇
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
、
旅
館
業

の
方
は
２
カ
月
、
３
カ
月
間
、
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
で
き
な
か
っ
た
か
と

思
う
。

　
そ
の
中
、
店
舗
の
リ
ソ
ー
ス
を
使

い
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
接

客
す
る
こ
と
が「
デ
ジ
タ
ル
接
客
」。

某
大
手
百
貨
店
は
今
年
５
月
か
ら
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル

の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
予
約
制

で
１
組

分
、
開
始
後
約
２
週
間
の

間
で

組
を
デ
ジ
タ
ル
接
客
し
、
約

５
割
が
成
約
す
る
成
果
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
だ
。

　
あ
る
旅
館
の
取
り
組
み
で
、
休
業

期
間
中
に
惣
菜
販
売
免
許
を
取
得

し
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
お
鍋
セ
ッ
ト
を

販
売
し
た
と
こ
ろ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を

中
心
に
購
入
い
た
だ
き
、
休
館
中
の

売
り
上
げ
補
填

ほ
て
ん

に
つ
な
げ
た
よ
う

だ
。

　
宿
泊
を
希
望
さ
れ
る
お
客
さ
ま
の

中
に
は
、
よ
り
詳
し
く
ホ
テ
ル
や
旅

館
の
情
報
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
い

る
（
例
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
を
必

要
と
さ
れ
る
お
客
さ
ま
）
。
口
コ
ミ

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
情
報
だ
け

で
は
判
断
で
き
ず
、
電
話
や
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
が
く
る
こ
と
が
多

い
。
そ
う
い
う
方
向
け
に
「
デ
ジ
タ

ル
接
客
」
を
活
用
し
、
お
客
さ
ま
の

不
安
解
消
に
つ
な
げ
る
。
事
前
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、来
館
さ
れ
た
時
に
は
、

顔
見
知
り
の
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
思

う
。

　
年
末
に
向
け
て
、
お
せ
ち
の
販
売

を
行
う
ホ
テ
ル
、
旅
館
で
は
、
販
売

す
る
お
せ
ち
が
ど
の
よ
う
な
こ
だ
わ

り
で
作
ら
れ
た
か
？
を
料
理
長
自
ら

紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
開
催
し
、
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
余

っ
た
お
せ
ち
を
活
用
し
た
料
理
メ
ニ

ュ
ー
の
紹
介
な
ど
、
食
べ
残
し
へ
の

配
慮
も
行
っ
て
み
る
。

　
今
で
は
、
予
約
し
た
お
客
さ
ま
と

の
接
点
は
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
来
て

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
世
の

中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
オ
ン
ラ
イ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
浸
透
す

る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
接
客
が
上
手
な

ホ
テ
ル
、
旅
館
が
選
ば
れ
る
時
代
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
接
客
」
を
準
備
し
、

来
年
に
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
終

わ
り
、
消
費
が
落
ち
込
む
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
勝
ち
続
け
る
ホ
テ
ル
、
旅
館

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
コ
レ
リ
ィ
ア
ン
ド
ア
ト
ラ
ク
ト

代
表
取
締
役
）
　
　
※
月
１
回
掲
載

豪
華
絢
爛
！
　
上

臈
道
中
太
夫
の
姿

　
毎
年
５
月
、
山
口
県
下
関

市
で
行
わ
れ
る
「
し
も
の
せ

き
海
峡
ま
つ
り
」
に
足
を
延

ば
し
て
み
た
。開
催
場
所
は
、

源
平
最
後
の
戦
い
の
場
と
な

っ
た
赤
間
関
壇
ノ
浦
前
。
武

者
行
列
、船
合
戦
、弓
合
戦
、

先
帝
祭
、
巌
流
島
決
戦
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
が

あ
る
「
先
帝
祭
・
上
臈

じ
ょ
う
ろ
う

道

中
」
は
、
豪
華

絢
爛

け
ん
ら
ん

な
振
袖
を
着

た
太
夫
た
ち
が
稚

児
ら
を
伴
っ
て
市

内
を
練
り
歩
き
、

赤
間
神
宮
へ
参
拝

す
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
祭

り
の
名
前
に
あ
る

「
先
帝
」
と
は
、

壇
ノ
浦
の
戦
い
で

崩
御
し
た
安
徳
天

皇
を
指
し
て
お

り
、
祭
り
の
会
場
と
な
る
赤

間
神
宮
に
は
、
安
徳
天
皇
が

祭
ら
れ
て
い
る
。

　
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
際
、
安

徳
天
皇
と
一
緒
に
使
え
て
い

た
女
官
た
ち
も
入
水
し
た
の

だ
が
、
中
に
は
地
元
の
方
々

に
助
け
ら
れ
た
女
官
が
い

た
。
助
け
ら
れ
た
女
官
た
ち

が
毎
年
先
帝
の
御
命
日
に
威

儀
を
正
し
て
礼
拝
を
続
け
た

の
が
上
臈
道
中
の
起
源
と
い

わ
れ
る
。
地
元
の
方
々
が
女

官
た
ち
の
意
思
を
継
い
で
参

拝
を
続
け
、
平
安
時
代
に
宮

中
で
行
わ
れ
た「
五
節
舞
姫
」

の
形
に
倣
い
、女
官
に
警
護
、

稚
児
、
禿
が
道
中
を
行
う
様

子
は
西
日
本
随
一
と
称
さ
れ

る
。

　
き
ら
び
や
か
な
姿
で
、
花

魁
道
中
か
と
思
っ
た
が
、
上

臈
道
中
と
い
う
名
称
に
は
そ

う
い
っ
た
歴
史
が
あ
っ
た
の

だ
。
上
臈
道
中
を
行
う
豪
華

な
衣
装
を
着
け
た
太
夫
は
５

人
で
、
振
袖
太
夫
、
二
番
太

夫
か
ら
三
番
太
夫
、
四
番
太

夫
と
続
き
、
最
後
の
５
番
目

の
太
夫
は
傘
留
太
夫
と
呼
ば

れ
る
。

　
午
後
１
時
か
ら
５
組
の
上

臈
参
拝
が
始
ま
り
、
午
後
３

時
に
太
夫
と
関
係
者
に
よ
る

餅
と
上
臈
手
拭
い
撒
き
が
行

わ
れ
る
頃
に
は
、
会
場
は
最

高
潮
へ
と
盛
り
上
が
っ
て
い

く
。上
臈
が
天
橋
を
渡
る
際
、

独
特
の
歩
き
方
で
あ
る
「
外

八
文
字
」
を
披
露
す
る
。
朱

色
の
天
橋
が
上
臈
の
衣
装
を

さ
ら
に
映
え
さ
せ
、
と
て
も

美
し
い
光
景
だ
。

　
祭
り
当
日
、
赤
間
神
宮
参

拝
会
場
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や

見
学
者
で
込
み
合
う
。
初
め

て
の
方
は
下
関
海
峡
祭
り
ス

テ
ー
ジ
で
外
八
文
字
の
お
披

露
目
も
あ
る
の
で
、
各
ス
テ

ー
ジ
を
回
っ
て
み
る
の
を
オ

ス
ス
メ
す
る
。

　
（
お
祭
り
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ

ー
・
枝
広
光
則
）

　
▽
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は

日
本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専

門
会
社
。omatsurijapan.com

　
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
臨
む
経
営
対
応
に
つ
い

て
、三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
切
り

分
け
て
捉
え
る
考
え
方
を
お
伝

え
し
た
い
。三
つ
と
は「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」で
あ
る
。言

葉
と
し
て
は
ど
れ
も
す
で
に
方

々
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
だ

が
、弊
社
で
は
こ
れ
ら
を
次
の

よ
う
に
位
置
付
け
て
み
た
。

　
①
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
ま
り
需

要
が
回
復
す
る
ま
で
の
か
じ
取

り
、お
よ
び
そ
れ
を
行
う
期
間
。

　
②
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

　
感
染
症
の
収
束
後
に
取
り
組

む
べ
き
財
務
バ
ラ
ン
ス
の
回

復
、
い
わ
ば
「
コ
ロ
ナ
戦
後
処

理
」
、
お
よ
び
そ
れ
を
行
う
期

間
。

　
③
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

　
正
確
に
言
え
ば
「
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
経
営
」
、
す
な
わ
ち
「
コ

ロ
ナ
後
の
あ
る
べ
き
経
営
の
す

が
た
」
。
期
間
を
分
け
る
概
念

で
は
な
く
、
「
質
」
の
違
い
と

位
置
付
け
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
を

く
ぐ
り
抜
け
る
過
程
で
つ
く
り

上
げ
る
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対

応
お
よ
び
そ
の
先
の
企
業
存
続

を
可
能
に
す
る
「
経
営
体
質
」

で
あ
る
。

　
以
上
を
時
間
軸
で
表
せ
ば
、

左
図
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。

　「
ウ
ィ
ズ
」と「
ア
フ
タ
ー
」

の
境
目
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
で

あ
り
、
ウ
ィ
ズ
の
後
に
ア
フ
タ

ー
が
あ
る
―
つ
ま
り
時
期
で
区

分
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
ポ

ス
ト
」
は
、
コ
ロ
ナ
後
に
向
け

て
築
い
て
い
く
新
た
な
経
営
の

か
た
ち
で
あ
り
、
こ
の
図
は
、

そ
こ
へ
の
構
造
転
換
を
「
ウ
ィ

ズ
」
の
今
か
ら
進
め
て
い
く
べ

き
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
時
期
の

主
な
対
応
課
題
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

　
・
資
金
繰
り
（
運
転
資
金
の

確
保
）

　
・
社
員
の
出
勤
コ
ン
ト
ロ
ー

ル　
・
各
種
助
成
金
・
給
付
金
の

受
給

　
・
感
染
防
止
対
策
と
そ
の
ア

ピ
ー
ル

　
・
料
理
献
立
数
の
絞
り
込
み

　
・
冗
費
の
切
り
詰
め

　
・
ス
リ
ム
な
運
営
体
制

　
・
外
部
委
託
業
務
の
見
直
し

（
内
製
化
な
ど
）

　
・
足
元
の
集
客
対
策

　
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
時
期

の
主
な
対
応
課
題
は
次
の
通

り
。

　
・
財
務
改
善
目
標
の
設
定

　
・
中
期
資
金
繰
り
計
画

　
・
運
営
人
員
の
確
保

　
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
経
営
」
に

お
け
る
主
な
対
応
課
題
は
次
の

よ
う
な
も
の
に
な
る
。

　
・
収
益
性
確
保
へ
の
構
造
転

換　
・
価
値
の
入
れ
替
え

　
・
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

　
▼
令
和
３
年
　
旅
館
の
経
営

指
針

　
最
後
に
、
少
し
Ｐ
Ｒ
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。弊
社
で
は
、

こ
う
し
た
考
え
方
を
織
り
込
ん

で

月

日
（
木
）
に
「
令
和

３
年
　
旅
館
の
経
営
指
針
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ
り
提
言

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。
テ
ー
マ
は
「
高
収
益
経
営

へ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
！
」
。
受
講
は

無
料
な
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
を
記

し
た
同
名
の
書
籍
を
発
行
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
こ
れ
ら
の
概
要

と
、
受
講
や
購
入
の
お
申
し
込

み
は
「
リ
ョ
ケ
ン
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
。

　
（
株
式
会
社
リ
ョ
ケ
ン
代
表

取
締
役
社
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
※
隔
週
連
載

（１０）第３０５７号 第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）１１月２１日（土曜日）

石塚校長（右）と弁士ら

「
旅
行
年
報
２
０
２
０
」
の
表
紙

　
観
光
庁
は

日
、
「
被
災

観
光
地
の
誘
客
多
角
化
・
収
益
力
向
上
事
業
」
で
支
援
す

る
豪
雨
被
災
地
な
ど
の
観
光

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み


件
を
決
定
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加

え
て
、
豪
雨
な
ど
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
観
光
地
の
復

興
を
後
押
し
す
る
。

　
２
０
２
０
年
度
に
災
害
救

助
法
の
適
用
を
受
け
た
市
町

村
を
対
象
地
域
と
し
て
取
り

組
み
を
募
集
し
て
い
た
。

　
地
方
自
治
体
や
観
光
関
係

団
体
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
た
復
旧

計
画
の
策
定
、
観
光
地
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
実

施
、
新
規
ツ
ア
ー
の
造
成
な

ど
を
支
援
す
る
。
こ
の
他
に

宿
泊
施
設
が
飲
食
施
設
と
共

同
で
行
う
取
り
組
み
、
高
付

加
価
値
化
へ
の
改
修
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど
も
支
援
対
象
。

　
地
域
へ
の
専
門
家
の
招
請

な
ど
に
必
要
な
経
費
や
実
証

事
業
に
か
か
る
経
費
を
国
が

負
担
す
る
。

　
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
の

申
請
者
、
所
在
地
、
取
り
組

み
名
は
次
の
通
り
。
　

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会

（
岐
阜
県
）
冬
期
誘
客
促
進

対
策
事
業
▽
天
龍
峡
温
泉
観

光
協
会
（
長
野
県
）
天
龍
峡

温
泉
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

創
造
プ
ラ
ン
▽
ら
ぞ
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
（
熊
本
県
）
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
起
点

と
し
た
観
光
地
域
作
り
に
よ

る
観
光
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▽
下
呂
温
泉
観
光
協
会
（
岐

阜
県
）
豪
雨
災
害
復
旧
の
た

め
の
、
下
呂
市
内
の
五
つ
の

温
泉
地
が
連
携
し
た
周
遊
促

進
・
消
費
額
向
上
事
業
▽
大

江
町
観
光
物
産
協
会
（
山
形

県
）
災
害
を
「
忘
れ
な
い
」

か
ら
始
ま
る
、
学
び
の
地
域

学
推
進
と
地
域
フ
ァ
ン
獲
得

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
経

済
形
成
事
業
▽
や
ま
が
た
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議

会
（
山
形
県
）
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
自
由
な
旅
・
山
形
県
バ

リ
ア
フ
リ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
受

け
入
れ
整
備
実
証
事
業
▽
宝

泉
寺
温
泉
観
光
協
会
（
大
分

県
）
宝
泉
寺
温
泉
の
将
来
像

に
つ
い
て
▽
松
本
市
ア
ル
プ

ス
山
岳
郷
（
長
野
県
）
写
真

で
巡
る
Ａ
ｌ
ｐ
ｓ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
に

よ
る
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
▽
杖
立
温
泉
観
光
協
会

（
熊
本
県
）
小
国
町
杖
立
温

泉
の
災
害
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
温
泉
　
Ｄ
Ｅ
　

ｅ
ス
ポ
！
」
▽
熊
本
県
（
熊

本
県
）
熊
本
県
被
災
観
光
地

の
復
興
に
向
け
た
戦
略
策
定

▽
フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研
山
形

支
社
（
山
形
県
）
『
肘
折
バ

カ
ン
ス
』
に
よ
る
誘
客
促
進

事
業
～
〝
湯
治
〟
を
中
心
に

し
た
〝
肘
折
流
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
〟
の
推
進
～
▽
人
吉
温

泉
旅
館
組
合
（
熊
本
県
）
人

吉
球
磨
復
興
支
援
「
人
吉
ひ

か
り
の
復
興
計
画
の
策
定
」

と
「
ひ
か
り
と
川
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
滞
在
型
コ
ン
テ
ン

ツ
・
イ
ベ
ン
ト
創
出
事
業
▽

天
ケ
瀬
温
泉
未
来
創
造
協
議

会
（
大
分
県
）
天
ケ
瀬
温
泉

街
の
観
光
復
興
計
画
の
策
定

と
新
た
な
観
光
地
と
し
て
再

生
す
る
た
め
の
実
証
実
験

　
専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
（
東
京
都
中
野
区
、

石
塚
勉
校
長
）
は

日
、

「
第

回
日
本
語
・
英
語
弁

論
大
会
」
を
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
例
年

は
全
校
生
徒
が
聴
衆
と
し
て

会
場
に
集
ま
っ
た
が
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
て
学

生
約
８
０
０
人
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
視
聴
し
た
。

　
会
場
に
は
、
総
勢

人
が

参
加
し
た
予
選
を
通
過
し
た

学
生
弁
士
９
人
と
、
審
査
員


人
、
教
職
員
、
保
護
者
の

み
が
集
ま
っ
た
。審
査
員
は
、

ホ
テ
ル
の
総
支
配
人
や
人
事

担
当
者
、
観
光
専
門
メ
デ
ィ

ア
ら
が
務
め
た
。

　
同
大
会
は
「
表
現
力
、
語

学
力
の
向
上
」
「
同
世
代
の

考
え
方
・
価
値
観
の
共
有
」

な
ど
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

今
年
で

回
目
を
迎
え
た
。

　
９
人
の
弁
士
は
、
日
本
語

部
門
５
人
、
英
語
部
門
４
人

に
分
か
れ
て
、
表
現
豊
か
に

ス
ピ
ー
チ
の
腕
を
競
い
合
っ

た
。
日
本
語
部
門
の
最
優
秀

賞
に
は
、
蛯
原
ひ
な
の
さ
ん

の
「
み
え
な
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」
、
英
語
部
門
の
最
優
秀

賞
に
は
、
菅
原
琳
嘉
さ
ん
の

「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｂ
ｉ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｈ

ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
～

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ａ

ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｙ
（
共
同
サ
ー
ビ
ス
～
言

語
と
技
術
～
）
」
が
選
ば
れ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社

は
、
山
手
線
全

駅
と
周
辺

施
設
を
ア
ー
ト
と
音
で
彩
る

「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
！
　
ｉ
ｎ
　
Ｙ

ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
　
Ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
」
を

日
に
始
め
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
中
で

も
心
が
明
る
く
な
る
よ
う
な

体
験
を
！
」
と
の
思
い
を

「
Ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
Ａ
　
Ｎ
ｉ
ｃ

ｅ
　
Ｄ
ａ
ｙ
！
」
の
フ
レ
ー

ズ
に
託
し
、
頭
文
字
を
取
っ

て
名
称
に
加
え
た
。
今
月


日
ま
で
。
（
１
面
参
照
）

　
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
で
は「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」と
題
し
、Ａ
Ｒ
ア
ー
ト
を

無
料
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
中
＝
写
真
は
イ
メ
ー

ジ
。専
用
ア
プ
リ「
Ｘ
Ｒ
　
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
」を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、東
京
駅
の
駅
舎
に
カ
メ

ラ
を
向
け
る
と
、福
島
県
の

郷
土
玩
具「
赤
べ
こ
」、新
潟

県
の
郷
土
玩
具「
三
角
だ
る

ま
」、宮
城
県
の
夏
の
風
物
詩

「
仙
台
七
夕
」が
画
面
に
立
体

的
に
映
し
出
さ
れ
る
。

　
「
積
極
的
に
旅
に
出
か
け

る
こ
と
が
ま
だ
難
し
い
今
、

東
北
地
方
を
含
め
た
東
日
本

エ
リ
ア
に
思
い
を
は
せ
、
ま

た
旅
に
出
た
い
と
感
じ
て
も

ら
い
た
く
実
施
し
た
」
と
同

社
。

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
つ
い
て
観
光
庁
、
事
業

事
務
局
は

日
、
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
出
張
旅
行
が
割
引
な

ど
の
支
援
の
対
象
外
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
対
象
商
品

を
利
用
し
た
旅
行
者
か
ら
領

収
書
の
宛
て
名
に
会
社
名
の

記
載
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、

拒
否
す
る
よ
う
宿
泊
施
設
な

ど
に
通
知
し
た
。
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
事
業
者

向
け
、
旅
行
者
向
け
の
サ
イ

ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
な
ど
の
説
明
に

納
得
し
な
い
旅
行
者
に
対
し

て
は
、
割
引
前
の
宿
泊
代
金

を
支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

金
額
の
領
収
書
を
発
行
す

る
。
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
に

つ
い
て
は
、
未
使
用
分
の
返

却
を
求
め
、
使
用
済
み
の
分

は
事
務
局
か
ら
後
日
請
求
が

あ
る
旨
を
旅
行
者
に
伝
え
る

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
な
ど
が
旅
行
者

か
ら
の
求
め
を
拒
否
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
や
、
具
体

的
な
手
続
き
な
ど
で
判
断
に

悩
む
場
合
は
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
事
務
局
に

相
談
す
る
よ
う
通
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
旅
行
の
場

合
、
学
校
法
人
名
な
ど
は
記

載
し
て
問
題
な
い
。

　
観
光
庁
、
事
務
局
が

月


日
に
示
し
た
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
支
援
対
象

に
関
す
る
「
旅
行
商
品
の
基

準
・
考
え
方
」
で
は
、
観
光

需
要
の
喚
起
と
い
う
本
来
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
ビ
ジ
ネ
ス

出
張
を
目
的
と
し
た
利
用
を

制
限
す
る
こ
と
が
新
た
に
打

ち
出
さ
れ
た
。

　
法
人
の
出
張
手
配
予
約
サ

イ
ト
な
ど
は
事
業
の
支
援
対

象
か
ら
除
外
し
た
が
、
旅
行

の
目
的
が
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
か

ど
う
か
は
識
別
が
難
し
く
、

宿
泊
施
設
な
ど
に
は
予
約
時

や
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
出
張

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要

は
な
い
と
連
絡
し
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
は
、
各
種
統
計
資
料
や

独
自
調
査
の
結
果
を
も
と
に

旅
行
・
観
光
市
場
の
動
向
を

解
説
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
旅
行

年
報
２
０
２
０
」を
発
行
し
、


月

日
に
同
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
２

０
１
９
年
（
度
）
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
「
日
本
人
の
旅

行
市
場
」
や
「
訪
日
外
国
人

旅
行
」
「
観
光
産
業
」
「
観

光
地
」
「
観
光
政
策
」
の
各

編
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

動
向
を
概
観
し
て
い
る
。

　
同
年
報
に
よ
る
と
、
年

の
日
本
人
の
国
内
宿
泊
旅
行

者
数
は
前
年
比
７
・
１
％
増

の
３
億
１
１
６
３
万
人
と
な

り
、
年
か
ら
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
も
の

の
、
、
年
の
水
準
に
は
戻

っ
て
い
な
い
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
日
並
び
の
良
さ

が
旅
行
需
要
を

後
押
し
し
た
一

方
で
、晩
夏
か

ら
秋
季
に
か
け

て
相
次
い
だ
自

然
災
害
や
、

月
か
ら
の
消
費

税
率
の
引
き
上

げ
が
需
要
を
停

滞
さ
せ
た
」と
分
析
す
る
。

　

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
は
前
年
比
２
・
２
％
増

の
３
１
８
８
万
人
で
、
旅
行

中
に
日
本
国
内
で
支
払
う
総

消
費
額
は
４
・
８
兆
円
と
最

高
額
を
更
新
し
た
。
こ
の
額

は
、
日
本
人
旅
行
者
を
含
め

た
日
本
国
内
で
の
旅
行
消
費

額

・
９
兆
円
の

・
２
％

を
占
め
る
。

　
冒
頭
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

旅
行
の
動
向
に
つ
い
て
も
触

れ
、独
自
調
査
の
結
果
か
ら
、

「
今
後
の
旅
行
需
要
は
旅
行

先
で
は
細
心
の
感
染
予
防
行

動
を
と
り
つ
つ
、
当
面
は
こ

れ
ま
で
同
様
の
意
識
、
意
向

の
も
と
で
、
感
染
状
況
の
良

化
に
応
じ
て
変
動
す
る
」
と

の
見
方
を
示
し
た
。

　
週
刊
「
観
光
経
済
新
聞
」
創
刊


周
年
記
念
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
を
、

月
３
日
号
か
ら
順
次
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
一
の
旅
館
を
作
る
」

　
こ
れ
が
私
の
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
す
。

　
私
の
家
族
は
、
旅
館
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
毎

日
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人

た
ち
の
働
く
姿
に
憧
れ
、
い
つ
か
ら
か

「
私
も
こ
こ
で
働
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ

の
旅
館
を
日
本
一
の
旅
館
に
し
た
い
。
」

そ
う
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
わ
た
し
は
そ
の
夢
の
た
め
に

努
力
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
努
力
を
し
て
も
、
結
果
が
つ

い
て
こ
な
け
れ
ば
、
努
力
は
無
駄
に
な
る

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
自

分
が
努
力
し
て
き
た
時
間
が
無
意
味
に
な

り
、
そ
の
う
え
、
望
ま
な
い
結
果
に
傷
つ

い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
自
分
の
夢
が
あ

っ
て
も
努
力
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
ん
な
考
え
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
私
は

何
の
努
力
も
し
な
い
ま
ま
、
気
づ
け
ば
小

学
五
年
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
私
は
、
旅
館
で
女
将
を
す
る
伯

母
と
二
人
で
出
か
け
ま
し
た
。
二
人
で
会

話
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
伯
母
は
私
の
将

来
の
夢
を
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
夢
は
あ
る
け
れ
ど
努
力
は
し
て
い
な

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
伯
母
は
当
然
の
よ

う
に
努
力
し
な
い
理
由
を
尋
ね
、
答
え
た

私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
努
力
し
て
失
敗
し
た
時
の
悲
し
み
よ

り
、
努
力
し
て
成
功
し
た
と
き
の
喜
び
の

ほ
う
が
、
私
は
大
き
い
と
思
う
よ
。
そ
れ

に
、
努
力
せ
ず
に
後
か
ら
後
悔
す
る
よ
り

も
、
や
る
だ
け
や
っ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た

ほ
う
が
か
っ
こ
い
い
じ
ゃ
な
い
。
」

　
私
は
は
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に

納
得
し
た
私
は
、
今
ま
で
の
考
え
を
改
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
以
来
、
私
は
夢
の
た
め
に
少
し
ず

つ
努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
日

本
一
の
旅
館
を
作
る
」
そ
の
た
め
に
は
、

海
外
か
ら
来
た
人
も
楽
し
め
る
よ
う
に
し

た
い
。
そ
こ
で
私
は
英
語
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
今
ま
で

苦
手
だ
っ
た
英
語
が
得
意
教
科
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
旅
館
で
働
い
た
と
き
に
美

し
い
字
で
お
も
て
な
し
し
た
い
と
思
い
、

こ
れ
ま
で
習
っ
て
い
た
書
道
に
よ
り
一
層

励
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
昇

段
し
た
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
も
ら
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
努
力
し
始
め
て
気
づ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
努
力
す
る
こ
と

は
夢
に
向
か
う
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
ま
で
の
私
は
、
何
事
に
対
し
て
も

消
極
的
に
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
ほ
め
ら
れ

て
も
素
直
に
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
何
事
も
尻
込
み
を
し

て
、
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
け
れ
ど
、
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
自
分
が
変
化
し
て
い
く
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
物
事

が
う
ま
く
い
き
、
気
持
ち
も
前
向
き
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
め
ら
れ
る
と
素
直

に
喜
べ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
力
が

湧
き
、
さ
ら
に
努
力
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
努
力
し
て
も
、
良
い
結
果
だ
け
が
返
っ

て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、
努
力
す
れ
ば
何
か

し
ら
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
私
に
と
っ
て
、
挑
戦
す
る
力
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
。
私
は
伯
母
の
お
か
げ
で
そ

れ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
前
の
私
の
よ
う
に
、
努
力
し
て
も
無

駄
だ
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
ま
ず
は
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
、
何
か
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
諦
め
ず
に

努
力
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、

自
分
の
中
か
ら
夢
に
向
か
う
力
が
湧
い
て

く
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
伯
母
の

言
葉
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ
て
、
努
力
し

つ
づ
け
ま
す
。


